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英語を読むという行為の背景にあるもの
　　　　　　　　　　　　　埋　橋　勇
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１　はじめに
　［英語を学ぶ］、［英語を教える］、「英語を読む」、「英語を話す」などという
表現をよく耳にする。「英語の力がつかない」、「英語はむずかしい」、「英語を
聞いてもわからない」などとも聞く。私たちのまわりには「英語」に関する表
現が渦巻いている。私は英語教育にかかわる者の一人であるが、最近、強く感
じていることがある。英語を読むときに日本語と異なる言語を読むという意識
を持つであろうが、この感覚は本当であろうか。確かに表面上はそういう意識
を持つのであろうが、深層においてもそうなのか。表面上、英語を読んでいれ
ば、深層においても英語を読んでいるのであろうか。表層と深層では異なるの
ではないだろうか。このような疑問を私は強く持っている。英語を読むという
行為を車を走らせるという行為に置き換えてみる。車を走らせるためにはエン
ジンが必要である。英語を読むときにもエンジンが必要であるが、そのエンジ
ンは英国製のエンジンではなく、日本製のエンジンを使っているように感ずる。
日本的なエンジンを使って英語を読んでいるように思う。確かに車体はオース
チンであっても、搭載されているエンジンは日本製である。オースチンを運転
していながら、英国の国産車の運転席にいる感じがしない。平凡な道を走って
いるときはそうでもないが、スピードをあげたり、狭い道に入ったり、急な坂
道に差し掛かったりして、高度なテクニックを必要とするときには私の感覚が
益々日本的になるのを感ずる。英語を読むという行為は外車を走らせる行為で
あるが、それにもかかわらず、日本製のエンジン、日本語のエンジンを使って
走らせていることを強く感ずる。この感覚を突き詰めていくと、英語を読んで
いながら英語を読んでいない。英語を読んでいる感覚がない。英語を読んでい
るにもかかわらず、［］本語を、あるいは日本的なものを読んでいるようにも感
ずる。テムズ川のほとりに立ってビッグベンを見ている。ビッグペンは明らか
に英国のものである。もちろん、テムズ川もそうである。しかし、それを見て
いる私は日本人である。日本人としての私かビッグペンやテムズ川を見ている。
見るために使っているエンジンは私自身のエンジン､日本製のエンジンである。
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したがって、感覚的には見た対象が英国のものであるというだけで、すべては
私白身のエンジンで見ている。夜空の星を見るのとまったく変わりがないので
ある。
　英語を読んでいるにもかかわらず、英語を読んでいる気がしない。私はほん
とうに英語を読んでいるのだろうか。英語を読んでいると感ずるときはどんな
ときなのだろうか。反対に英語を読んでいると感じないときはどんなときなの
だろうか。英語を読んでいるにもかかわらず、英語を読んでいないと感ずる、
この不思議な感覚の心理的背景はどのようになっているのだろうか。最近、特
に強く感じているこの感覚をさぐってみるのが本稿の主たる目的である。英語
を学ぶにせよ、教えるにせよ、この感覚の解明が英語へのアプローチの仕方に
なんらかのヒントを与えてくれるのではないかと考えている。
２　音　　声
　英語の発音に関して思い知らされることがある。 BBCのFront Page にある
World ServiceBulletinを録音して学生に書き取ってもらう。聞き取りの訓練を
特別にしているわけではないので、大抵の学生がかなり苦労する。見かねて
重要な語句などを口頭で教える。すると、ＢＢＣのアナウンサーが読むニュー
スを書き取れなかった学生でも私の英語を聞くと、書き取ることができる。普
段は50パーセントしか書けない学生でも、私かニュースを読み上げると80か
ら85パーセントを書き取る。 90パーセントに達することもある。もう１つ、
はっきりしていることは私か読み上げる英語は50パーセントしか書けないが、
ＢＢＣのアナウンサーの読みならば80から90パーセント書けるということは
万に１つも起こらない。このような現象は私の英語の発音に関して重要なこと
を教えてくれる。
　アナウンサーの英語は英語に間違いないが、私の英語は明らかにアナウン
サーの英語と異なる。もし、まったく同じものであれば、学生は私の英語を書
き取れないはずである。学生が私の英語を書き取れるということは私の英語の
発音は彼らの中にある知識で処理できる範囲のものであると考えられる。彼ら
の耳に覚えのある日本的な英語で私は英語を発音している。彼らに違和感のな
い英語で私は喋っている。だから、彼らは私の英語を聞き取ることができる。
私の英語が本場の英語でないことが彼らの助けになっている。私の英語は明ら
かに日本人的な英語であるが、ＢＢＣのアナウンサーが私の英語を聞いたとす
るなら、恐らくそのすべてを理解するのではないか。実際に聞いてもらったこ
とはないが、英語のネイティヅスピーカーに接したこれまでの経験から、ほぼ
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すべてを理解するであろうと思われる。このような観察から、私の英語につい
てはつぎのようなことが言える。
・ＢＢＣのアナウンサーの英語と私の英語は異なる。
・私の英語は日本人には理解しやすい。
・ＢＢＣのアナウンサーは私の英語を理解できる。
　アナウンサーが私の英語がわかるのは、私の英語がアナウンサーの英語と同
じだからではない。英語を母語とする人々は長い英語の言語生活のなかで、多
少、おかしな英語でも理解するだけのキャパシティを身につけている。外国人
が喋る奇妙な日本語でもわれわれ日本人は、大抵、理解できる。同じように英
国人は多少おかしな英語でも理解する。ところが、日本人が英語を聞くときに
はアナウンサーのような純粋な英語は聞きづらい。英語が日本語に多少なりと
も汚染されていれば、その分、われわれは理解しやすくなる。本物の英語には
弱い。アナウンサーが聞いて分かるのだから、私の英語がすばらしい英語など
ということはできない。１つだけ言えることは、どんなに粗末な英語でも、ア
ナウンサーにすくいあげてもらえるくらいの英語にはなっているであろうとい
うことである。箸にも棒にもかからないほどひどくはない。諸現象を観察する
とこのようなことが言えるのではないかと思う。
　言葉は音声に始まる。言葉の第一歩である音声が私の場合には日本語に汚染
されていて、本来の英語の音声から離れている。英語の音を出さないわけにい
かないので、汚染された英語でもないよりましだということで、英語を音声化
している。幕末に英語を学ぶ若者は江戸に出てきて英語を学んだ。英国人から
学ぶ英語は正則英語で、外国人以外の人から学ぶのはトヒー英語と言ったそう
である。なんでもtheを「トヒー」と読んだことによるらしい。私の英語の音
声はトヒー英語ほどひどくないにせよ、系統的には正則英語ではなくトヒー英
語に分類されるであろう。しかし、実際に出る音声はトヒー系であるが、自分
のなかで想像している音はトヒー英語よりはもう少しましなものである。きれ
いに発音できなくてもきれいに発音したつもりになっている。つまり、音のイ
メージ化を行なっている。　トヒー系英語の修正を想像力でカバーしている。
　音声は言語の非常に重要な要素であるが、私の英語は日本語に汚染されてい
る。英語を読んでいるのであるが、日本語に汚染されているので、英語から離
れた何か、日本語の臭いのする何かを読んでいるような気がする。今、自分が
出している英語の音は本物ではないということを、常に、意識している。その
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ために英語を読んでいるにもかかわらず、英語を読んでいないという感覚が付
きまとう。もちろん、このことを恥ずかしいなどとは思っていない。むしろ、
誇りにさえ思っているくらいである。自身の言語を持っている場合にしかこの
ような現象は起こらないからである。
３　恣意性
　語と意味の関係は擬声語のように非恣意的なものもあるが、通常は音声や字
面から意味を推測することはできない。 Flameは「炎」であり、throatは「喉」
であるが、これらの知識は辞書を調べなければ得られない。つまり、意味を記
憶していなければならない。つぎの英語を読むためには語の意味を辞書で調べ
なければならない。
Flame-throated robin on the topmost bough
　語の意味を調べる作業自体は英語の学習に固有のものではない。富士山の高
さを知るには百科事典などを調べるしかない。高い山に登ると､上に行くに従っ
て気温が下がる。どのような割合で下がるのかを知るためにはそれなりの事典
で調べるしかない。 Flameやthroatの意味を調べるのも同じことである。語の
意味を調べることはflameやthroatが英語だからと言っても、特に英語に限ら
れたことではない。語の意味を調べても、そのこと自体が英語固有のこととは
言えない。ただ、わからないことを調べているだけで、このようなことは英語
以外でも常にやっている。いくら語の意味を調べてもそれだけで英語への理解
が深まるものでもない。もし、深まるとするなら、英和辞典を引いて語の意味
をノートに書き写している人は英語の力がっくはずであるが、実際には必ずし
もそうなっていない。語の意味がわがらなければ英語を読むことができないが、
語の意味がわかれば英語が読めるかといえば必ずしもそのようには言えない。
　英語を読むときに知らない語を調べるのであるが、それは語の意味がその形
態と離れて恣意的であるためである。したがって、語を調べることは１つの作
業であって、語形と意味の関係を明らかにしているに過ぎない。英語の単語の
意味を調べていれば英語に触れているのであるが､ただそれだけのことである。
このレベルのことが英語固有の作業、英語の本質に触れる作業でないことは明
らかである。何の予備知識がなくとも、世界中の言語に関して辞書さえあれば
語形と意味を結び付けることができる。
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4　Flame-throated robin
　flameは「炎」、throatは「喉」、robinは「駒鳥」であるということが辞書を
調べると判明する。形態と意味の関係が明らかになると、その先にあるのは
flame-throatedrobinのイメージを作り上げることである。「喉、炎の駒鳥」くら
いの意味であることは言葉の上では想像できる。しかし、イメージが正確に形
成できているかどうかは日本語の訳語が付くかどうかということとは関係がな
い。語形と意味の関係が明らかになると、その次に来る作業は英語固有の作業
ではない。 Flame-throatedrobinを喉が炎のように燃える色をした駒鳥と解釈し
ても、果して、イメージができているかどうかはわからない。語と意味の関係
が明らかになったら、その意味を正確に描けるかどうか、ここではrobinであ
るが、そのイメージを正確に描けるかどうか。これは英語という言語の問題で
はなく、鳥類に関する知識の問題である。したがって、手っ取り早いのは写真
を見ることである。英語という言語と関係ない作業をしてflamed-throated robin
に行き着く。 Flameは「赤い炎」を連想するが、実際にはオレンジ色である。
喉というから喉を連想するが、実際には顔の一部から、喉、胸までがオレンジ
色になっている。Robin redbreastともいうが、われわれが想像するような赤で
はなく、オレンジのイメージである。
　Flamed-throatedrobinとは今述べたような小鳥であるが、その正確なイメー
ジは英語そのものとはまったく関係がない話である。英語を読むというといか
にも英語そのものを読んでいるように聞えるが、実際には、語形と意味が関係
付けられた直後から、英語から離れてしまうのである。 Boughが「枝」である
とわかったら、果してどのような枝なのかをイメージする必要がある。細い枝
なのか、太い枝なのか。枝にもいろいろあるから、そのどれがboughなのかを
特定しなければならない。これも英語から離れて枝に関する知識をさぐること
になる。語形とそれが示す意味が関連付けられたなら、そのあとは英語以外の
知識が問われる。ほんの人目で英語に触れるが、そのあとはほとんど英語以外
の知識、言語に左右されない知識であり、個々の経験と常識の問題になってく
る。英語を読んでいると思われる時間のほとんどは英語以外の事柄に頭や心を
割いている。だから、英語を読んでいながら英語を読んでいる感じがしないの
である。
５　統語的関係
　英語の語の意味が辞書によって明らかになり、語のイメージをつくる。この
過程は英語と関係しないわけではないが、ほとんどは英語そのものから離れた
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作業である。つぎにやる作業は語より大きな単位をどのように解釈するかであ
る。語がどのように有機的に結びついているか。このことを理解しなければな
らない。先にあげた詩の１行はつぎのように続いている。
Flame-throated robin on the topmost bough
Of theleaflessoak, what singestthou?
Hark, he tellethhow --
Spring IS commg now; springIS coming now
　文の構造はFlame-throated robin［on the topmost bough of theleaflessoak］である。
修飾語句のFlame-throatedを除くと、Robinが残る。冠詞が付かずにむき出し
でrobinが使われていて、文の要素になっていない。つまり、extrapositionを占
めている。そして、そのあとにthouがある。詩人はrobinと向き合い呼びかけ
ている。どのrobinかが特定されるようにon the topmost bough of theleaflessoak
と念を押している。つぎにharkと命令文が続くが、robinに命令しているので
はない。このことはrobinをheで受けていることからも明らかである。詩人
の隣りに別の人がいて、その人に「聞いてごらん」と語りかけているのかもし
れない。あるいは読者を詩人の隣りにいる人と考えているのかもしれない。最
初の２行と３行目では詩人の視線が明らかに異なっている。体の向きを変えて
いる。 He tellethhow -- は「robinが言っている、どのように…かを」の意味で
ある。 How he singeth とでも言いたかったのだろうか。 Ｈｏｗまで述べたところ
で喋るのを止めて､詩人はrobinが歌うのにしばらくは耳を傾けている。すると、
Spring is coming now; spring is coming now. と言っているのだとわかる。この行
はSpring is com ｌing now; spring lis com りng now･| のように韻律分析されると
思われる。すると、出だしのSpringは弱い。駒鳥の声が最初はよく聞えてい
ない。あるいは駒鳥の側に立つと、Springを強音にするほど元気があるのでは
なく、弱々しく歌い始めている。２回目は強音であるから、Springとはっきり
聞えた。あるいは喋った。同じ文句が繰り返されているが、同じリズムではな
い。セミコロンの前と後がまったく同じではおかしい。セミコロンの前後では
情報的な視点に立つと異なるはずである。後には前にない新たな情報がある必
要がある。語彙はまったく同じであるが、リズムが異なっている。また、この
スタンザは直接話法と間接話法が溶け合っていることも見逃せない。
　今述べた要点を列挙するとつぎのようになる。
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■robinは呼びかけである。
･ robinはｅχtrapositionを占める。
・人称代名詞heはrobinを先行詞としている。
・命令文の主語は２人称である。
・言葉に詰まったときに使うダッシュ。
・まったく同じ情報量の文が連続することはない。
・直接話法と間接話法の融合。
　上記の要素は語のレベルではなく､語より高いレベルに属する。言うなれば、
統語レベルの話である。これらの現象は日本語にも観察される現象であり、英
語固有のものではない。命令文の主語は英語では２人称であるが、日本語では
３人称であるということはない。命令文の主語が２人称であるのは言語の普遍
的な特徴である。上にあげたそのほかの点も言語間でもしかしたら多少の表記
の違いがあるかもしれないが、どの言語にも観察される現象であると考えるの
が自然である。この自然さが個別言語より次元の高い普遍言語の存在の承認に
つながる。日本語という言語に親しんでいれば、その過程で普遍的な言語の特
徴についてかなり沢山のことを学んでいるはずである。英語を読むときに使え
る日本語の知識はわれわれが想像しているよりもはるかに多い。英語を読むと
きに日本語の知識を広く、深く使えば使うほど、英語を読みながらも英語を読
んでいるような感じがしなくなる。英語と日本語が交わる部分が多くなればな
るほど、より親しみを覚えている日本語が支配的になり、英語を読みながらも
英語を読んでいるような気がしなくなる。このような感覚にわれわれはおそわ
れる。統語的な現象でさえも英語と[]本語の間にかなり多くの類似点を見出す。
６　言語の機能
　言語の使用目的について考えてみる。どのような役割が言語にはあるのか。
情報を伝達する機能がある。聞き手が知らない情報を聞き手に伝える機能で、
informativefunctionと呼ばれている。お腹が空いているかどうかを尋ねられた
ときに、l am hungry.といえば、伝達機能として言語を使っていることになる。
もし、l am hungry.をお腹が空いているから何か食べるものをくれという意味
で使ったとするなら、それは聞き手への指示・命令を行なっているのであり、
言語の指示･命令機能(directivefunction)を使っていることになる。朝､人に会っ
たときにGood morning.と挨拶する。 Good morning には特に意味はないが、人
と人の触れ合いを滑らかにするために、人と人との関係がギクシャクしないた
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めに言葉を使ったのである。これが言語の交感機能(phatic function)と呼ばれ
るものである。そのほかには、感情が極まったときに発するOh, ah,ouchなど
は感情を表に出すために使う。これがいわゆる表現的機能(expressive function)
である。言語の機能はほかにもあるが、今あげた４つの機能は英語固有のもの
でも日本語固有のものでもなく、すべての言語に共通して見られる。英語のな
かでこれらの機能が観察されても、それは日本語のなかに観察されるものと
まったく同じである。そのために、この点において、特に英語を読んでいると
いう意識を持つことはない。特に英語を読んでいる意識がないということは日
本語を読んでいるのと同じであるということになる。言語の機能の観点からす
ると個別言語間に違いはない。
７　語　　順
　英語では「炎」をflameといい、［喉］をthroatという。どこの国にも「炎」
があり、どこの国の人にも「喉」がある。フランス語、オランダ語、デンマー
ク語、アフリカーンス語、ラテン語で示すとつぎのようになる。
炎:
Flamme(French), laaien(Dutch), flamme(Danish), vlam(Afrikaans), flamma(Latin)
喉:
Gorge(French), strot or keel(Dutch)，strobe(Danish), keel(Afrikaans), gutter(Latin)
　日本語はインドヨーロッパ語族に属しないので、英語を読む場合に語形とそ
の意味は常に確認しなければならない。この確認作業が英語を読むときに大き
な負担になる。それと同時に、音声上の違いが桁外れに大きい。おそらく、英
語を読んでいるという感じをもっとも強く持つのは字面と発音ではないか。そ
のつぎに英語と[]本語で異なるのは語順である。字面と発音は辞書を見れば対
処できるであろうが、語順の場合には簡単ではない。語順は辞書を引いても語
の場合のように簡単にはわからない。語順を知るには文法書を読まなければな
らない。ＳＶＯという語順は平凡な語順であるが、これに修飾語句がついたり、
ＳとＶが離れたり、Ｏが前に移動したりするとかなり複雑になる。つぎのよう
な文になると、語順がどのようになっているのか、よほど考えないとわからない。
Be the green grass above me
With showers and dewdrops wet
－８－
　語順は修飾語句と相侯って、どこまでも複雑化する可能性があるから、英語
を読むときにもっとも苦労するところである。英語を読みながら、英語を読ん
でいる気がしないということを述べるのがこの小論の目的であるが、語順に関
しては英語を読んでいると感じざるを得ないことが多い。語順の問題を克服し
てしまえば、抵抗は格段に小さくなる。しかし、語順には最後まで悩まされる
可能性がある。語順の問題を解決するには文法的知識が必要である。文法とは
語順のことと考えてもよいほどに文法のなかには語順に関する記述が多い。多
様な語順がありその１つ１つを覚えることができないから、５文型などの基本
をおさえることになる。しかし、５文型ですべてが片付くわけではない。その
結果、英語を読むときにある種の混沌が生じる。この混沌から抜け出iるときに
使うのは英語そのもの力ではなく、それ以外の力なのである。先の２行を考え
てみよう。語の意味をそのまま、日本語に置き換えるとつぎのようになろう。
あれ、緑の草　私の上
と共に、にわか雨と露滴　濡れて
　この日本語から意味を推測してみる。「私の上には緑の草を」と述べている
のであろう。草が自分の上にあるとは､私か草より下にいる状態のことである。
いろいろと考えてみると、私か草より下に来るのは死んで埋葬されたときでは
ないか。そのほかの可能性もあるが､もっとも自然な考え方からすると墓に入っ
たときではないか。このように考えると、私か死んで墓地に埋葬されたら、（華
やかな薔薇の花や糸杉のようなものではなく､）ただの草だけにしておいてく
ださい。草は緑。時折、降る雨に、朝夕の露に濡れている草。したがって、上
記の意味は次のようになろう。
私の上にはあおい草を植えて
にわか雨に露に濡れるがままにして
英語の語順をわかりやすく並べ替えると次のようになろう。
Be the green grass(above me)wet with showers and dewdrops
　したがって、wetはgrassを修飾して、withはwet withと考えるのが自然で
ある。それではwet withの語順で読むのはいかなる判断によるものなのか。厳
－９－
密に考えるともう一つの可能性がある。 With showers and dewdrops wet を「with
十〇（showers and ｄｅｗdrops）＋ＯＣ（ｗｅt）」という考え方である。これは「付帯状
況のwith」と言われるものである。論理的にはgrassをwetが修飾する場合と、
付帯状況のwithとする場合の２つが考えられる。これは英語の文法的知識を
使うことにより導き出される。しかし、「付帯状況のwith」で考えると、（にオ）
か雨と露が濡れている状態で」の意味になり不自然である。なぜなら、濡れて
いないにわか雨も露も存在し得ないからである。この判断は英語の知識に基づ
く判断ではない。語順の可能性は文法的な知識によって導き出されるのである
が、複数の可能性のうち、どれが適切かは文法的な知識によるのではない。
８　普遍的な知識
　英語を読むときには語の発音を知り、語の意味を知り、語順を知り、そして
文の意味を理解する。最終的には、英文が何を伝えようとしているのかが問題
になる。英文の意味を理解するためには英語固有の知識を持っていなければな
らないが、英語固有の知識を持っているだけでは英文の意味を理解することが
できない。The greengrassabove me を見たときに､｢私の上のほうにある緑の草｣
とはどういうことなのか。このことを理解するためには英語そのもの力ではな
く、その人が本質的に持っている想像力・理解力が必要になる。すでに述べた
ことであるが、経験に裏打ちされた知識がその基本になる。英国人が書いたも
のであれ、フランス人が書いたものであれ、地球上に住んでいる人間が書いた
ものであれば、われわれ日本人も同じ人間であるから理解できるはずである。
この世には人種が違っても、言葉が違っても、理解できる普遍な何かが存在し
ている。たとえば、家族に死者が出れば悲しむというのはほぼ一般的に見られ
る人間性である。辛いときには涙を流すとか、ほめられるとうれしくなるとか
いう感情は普遍的なものである。空腹のときに食べ物を求めて、喉がかわけば
水分が欲しくなる。これも普遍的に見られる現象である。人間に関わることの
なかにも人種を超えて共通していることがたくさんある。ましてや、自然に関
しては共通しているというよりはまったく同じなのである。昼と夜があり、昼
には太陽が、夜には月が出る。水は高いところから低いところへ流れて、雨は
必ず空から降ってくる。北半球であろうと南半球であろうと、陸地であろうと
海であろうと変わりがない。同じ惑星に住むわれわれは異なる面よりもはるか
に多くの共通性を持っている。国や人種によって異なることもあるが、それよ
りもはるかに多くのことにおいて共通性が見られる。英語を読むときにはこの
共通性を使って読んでいることが多い。世界には言わば共通の地盤があり、そ
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の上に立ってわれわれは英語を理解しようとしている。人口には英語の扉があ
るが、その扉を開いた先にあるのは英語も日本語もなく、ただ普遍的な世界が
あるだけである。普遍的な世界がよく分かっていれば、英語の扉を開くときに
やや扉が重く感じられても、中へ入ると理解しやすい世界が広がっている。
９　直観的理解
　英語で書かれていることであっても、書かれている内容に関してはわれわれ
の経験や知識が豊かであれば、内容の理解が容易になる。逆に、日本語で書か
れているものがすべて理解し易いかといえば決してそうではない。経済や医学
などの専門書は読みづらいものであるが、それは日本語の問題ではない。日本
語自体の理解はできるのであるが、読む側に経済や医学の知識がないために、
よく理解できないのである。日本語で書かれているものはわかるが、英語で書
かれているものはわからないとは言えない。日本語や英語の問題ではなく、書
かれている内容に関して経験や知識があるかどうかが問題なのである。このこ
とを推し進めていくと、いかなるものを読むときも、100％無知なことについ
て読んでいるのではないということになる。まったく知識のないものを読んで
いるのではない。すでに知っていること、すでに読んだこと、すでに読めてい
ることが必ずあるはずである。知っていることに基づいて、新たなことを読み
取るのである。どのような本を読んでも新情報で埋め尽くされているというこ
とはなく、旧情報が含まれている。含まれているというより、大方は旧情報、
つまり知っていることなのである。英語を読むというと、いかにも知らないこ
とばかりが書いてあり、それを読み解いていくような印象を受けるが、実際に
はほとんど知っていることを読んでいる。だからこそ、理解が成り立つのであ
る。もし、知らないことばかり（新情報）が書いてあるとするなら、読むとい
う行為は不可能になる。読むというより暗号の解読になる。
　本を読むときにはその半分以上を知っている。したがって、その本のなかに
知らないことが書かれていても、既知の事柄から、ある程度、その内容を類推
できる。図形の一部が欠けていても、60％も見えていれば、欠けているところ
を補うことができるのと同じである。図形の欠け方から判断すると、完成図は
円錐形になるはずだなどと察しがつく。図形の場合に言えることが、図形より
もっと複雑な現象においても言える。たとえば、笑っているが、笑いは口元に
限られている。目に笑みがない。このような条件が与えられると、その人がど
のような心理状態にあるかを察することができる。部分を見ているのに全体が
見えてくる。より少ない部分を見ているのに、より大きな全体を見通せること
－ｎ－
がある。これを即座に行なえる人を直観力に秀でた人と言う。経験や知識があ
ればあるほど、直観はより鋭く、正確に働く。直観はときに手品師の技のごと
く言われることがあるが、そうではない。想像力を正しく使った結果なのであ
る。ただ、直観は想像力を働かせている時間が極めて短いだけなのである。少
ない部分からより大きな全体を想像できれば、その人の直観力は優れていると
言われる。
　われわれが英語を読むときに必要なのはこの直観力である。直観力が優れて
いれば文法などに思いを巡らすことなく、英文を見た時点でその英文が言わん
とする本質に行き着くことができる。文法的に説明することはできないけれど、
英文が言わんとすることを肌で感じ取ることができる。面倒な過程を飛び越え
て､意味をつかむことができる。もっと言えば､読む前からすでに内容がわかっ
ていて、英語はちょっとしたヒントにすぎないということもある。
10　自分自身の判断
　経験と知識があれば、言語が英語であっても日本語であっても内容を理解す
ることができる。直観が機能すれば内容をすぐに理解できる。このように私は
考えているが、直観が働くためには１つの条件が必要である。それは自分自身
の経験や知識を有機的に統合し制御する能力である。知識が深く、また広いと
しても、それらがばらばらに存在していると、知識や経験が孤立してしまい相
互反応が起こらない。相互反応を起こさない知識や経験はそれ自体死んでいる。
相互反応とは情報が存在している位置と情報の評価に関するものである。適切
な位置にあり､適切な評価を受けた情報はその適切さゆえに相互に反応しあう。
このときに知識と経験が有機的に活動するようになる。直観が働く準備を整え
る。多くの知識や経験を１つに纏め上げていくのはその人自身である。知識や
経験が乏しいときにはそれなりに纏め上げられた図形はいびつであったり、ア
ンバランスであったりするが、知識や経験が自然な形で増して行き、適切に配
置されるにつれて、形が是正されて、やがて、バランスのとれたものへと発展
していく。バランスのとれた状態を作り出すのはその人自身の適切な判断、つ
まり、取捨選択によってなされる。長い時間と適切な判断より生まれたバラン
スのなかにその人の分別が存在する。完成された分別というものは存在しな
いが、人それぞれが自分自身の判断によって少しずつ完成の方向に向かってい
く。英語を読むときにもっとも必要なのはこの分別である。分別とはあいまい
な言い回しであるが、もっとも柔軟な合理的かつ総合的な判断力と言ってもよ
いかもしれない。この分別はすべての活動を行なうときに命綱となる。なにも
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英語を読むときにだけ必要とされるのではなく、人のすべての言動に分別が影
響を与える。であるなら、英語を読む時にも分別が必要なことは言うまでもな
い。英語を読むときに英語の上っ面を読んでいるのではなく、あなた自身を、
私自身を英語にぶつけて読んでいる。どんなに正確な英語の知識を身につけて
も、これらの活動を支配する分別が傷物であれば、英語の知識が活きるはずも
ない。一般的には英語の知識が少ないことを英語が読めない理由と考えるので、
英語の知識が不十分であることを指摘して、なんとか身につけさせようと努め
る。それほど明確な目的があるのであれば、成果がすぐに目に見えてきてもよ
いはずであるが、実際にはそのようなケースは多くない。何ヶ月、何年、英語
の知識を提供しても、ほとんど目に見えた成果が現れない。成果どころか、英
語の知識を提供したことにより、ますます英語ができなくなることがあること
を経験的に知っている。知識の提供が混乱を招いているのである。原因は上で
述べたような分別ができていないからである。人の活動の中心にあって、エン
ジンのような働きをする分別がその役目を果していないからである。英語の知
識を提供すればするほど、エンジンが不完全燃焼を起こす。英語を教えればそ
れだけ身につくものであるという妄想を信じて疑わず、身につかないのは教え
方の問題があるからだと考える。そして、次から次へと新たな教授法が編み出
される。もちろん、成果はあがらない。成果があがったという報告もあるが、
成果があがったのではない。分別を身につけている学生にはどのような教授法
でも成果があがるのであり、新たに考え出された教授法のためではない。英語
を読むときにもっとも重要なものは実は英語の知識ではなく、有効に働く分別
という名のエンジンがそなわっているか否かなのである。
11　おわりに
　英語を読んでいるにもかかわらず、英語を読んでいるという感覚がない。こ
のことがずっと心にあった。この問題に対して自分自身の心のなかをさぐる目
的で書いたのが本稿である。すべての問題が解決したとは言いがたいが、本稿
によって明らかになった点を箇条書きにして結語としたい。
・日本人はネイティブスピーカーと同じように発音することはできない。
・日本人の英語の発音は日本的になり、日本人には理解しやすい。
・ネイティブスピーカーは日本人的英語を理解できる。
・日本人は発音記号に従って日本人的に発音すればよい。
・英語の語形と意味の関係は恣意的である。これは言語の一般的な特徴である。
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・語が表わす意味を正確にイメージすることが重要である。
・語のイメージをつくるには英英辞典が有益である。
・語の意味を日本語で言えるかは二の次である。
・いわゆる「単語調べ」は単なる作業に過ぎない。
・英語そのものの知識としてもっとも重要なのは発音と語順である。
・英語を読むときには英語固有の知識よりも言語一般に関する知識を必要とす
　る。
・言語の５つの機能は英語固有のものではない。
・英語を含むすべての言語を読むのに必要な知識は普遍的なものに関する知識
　である。
・普遍性に関する既存の知識の質と量が言語を読むのに大きな影響を与える。
・何かを読むときには既存の知識がある程度あることを前提とする。
・既存の知識がまったくないものを読むときには暗号解読になる。
・知識と経験を適切に運用すれば、それだけ英語は読みやすくなる。
・知識と経験を統合するのが分別である。
・分別なき者に英語の情報を与えると混乱のみが生ずる。
・英語の基本指導は発音と語順の２点に重点をおくべきである。
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